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　2024年晩夏、パリ・オリンピックが閉幕し、この原稿に向かっている今はパラリンピック
を待つところである。日本は、数々の種目に新星が登場し、海外五輪で過去最多のメダルを
獲得した一方、メダル候補に挙げられながら涙を飲んだ選手も少なくなかったようだが、結
果はどうあれ、晴れの舞台での正々堂々の奮闘ぶり、そして本番までの長く地道な努力の過
程には、心から敬意を表したい。
　他方で、新聞紙上やネット画面を賑わしているのが「誹謗中傷」の語であり、その数々の
案件である。この間、新聞やネットを開くたびに、関連する記事がいやでも目に飛び込んで
きた。誹謗中傷の内実や規模は種目や選手によって多様であるから、それらの違いを飛ばし
て一般化すると、具体性を欠いた抽象論にもなりかねない。しかし、ほとんどの投稿者が一
端の評論家と化し、ミスをした選手や負けた選手に対して、およそ敬意の微塵も感じられな
い、なかには引退勧告やプライベートにまで踏み込んだ罵詈雑言を投げつけ、監督の選手起
用から作戦等に辛辣な批判を浴びせかける。はたまた、ある有名芸能人が一人の女性ゴール
ドメダリストに対する思い余って、彼女をある動物に重ねたコメントを発したところ、発言
の文脈は無視されたまま言葉だけが切り取られて拡散し、発言者に対する異常なまでに執拗
な集中攻撃となった。文脈を踏まえた同情的な見解も見られたが、それでも大方によると、

「でも、今の時代はアウト」であるらしい。
　匿名の言いたい放題がのさばっていく一方、いざ発言しようとすれば言葉遣いに極度の緊
張を強いられる社会。いったいいつから、このような「今」になってしまったのか。SNS が
日常に入り込んで以来、誹謗中傷はネット空間に移り、その性質を大きく変えてしまった。
この変化を変化として受け止められる世代がますます少数派になるとき、むしろ退化とも言
うべき変化の自明化した社会で生まれ育った人間の意識は、どうなっていくのだろう。

もっとも、SNS が、言葉本来の対話性や共感力によって豊かな可能性を持ち得ることも、
戦争や災害時などのケースを通して多々確認されてきた。だとすれば、SNS が誹謗中傷の嵐
吹き荒れる場になってしまう背景には、何があるのだろうか。

言葉が、それを生み出す背景や文脈を内に響かせながら、その余白や余情によって万人の
想像力にして創造力を養ってきたことは言を俟たない。特に日本文化は、言葉を包む余白や
余韻を大切にする精神を育んできたはずである。SNS の便利さを享受しながら同時に、言葉
の背後や受け手の心情に思いを馳せることを失わない道は、ありえないものだろうか。
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日独文化研究所 理事長　秋富克哉

１．第３２回公開シンポジウム（連続テーマ「世界」第二回）
　�「来たるべき世界の構図　－　ロボットと仮想将来世代」

をテーマとして、12月１日（日）に対面式で開催予定
です。
２．出版物の刊行
　�プロシーディング集「無／空の思想の現在と展望」と
「仏教とキリスト教の〈自然〉」、「共同研究『共生』」、年
報「文明と哲学」第17号を刊行予定です。特集のテー
マは「人と人との間　－　宗教と精神医学」です。

３．哲学講座の開催（オンライン配信）
　�初夏講座：谷徹先生、丸橋裕先生、大橋良介先生、村井

俊哉先生、中秋講座：朝倉友海先生を講師にお招きいた
します。また初春講座も開催予定です。
４．国際交流
　�ドイツとオーストリアから講師をお招きして、９月14

日（土）、22日（日）、令和７年２月22日（土）に対面
式で開催予定です。
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世界遺産の都市バンベルクから
本研究所 所長　大 橋 良 介

ドイツ便り ①

写真１　ドーム北面 　写真２　山野の２教会

　南ドイツのバンベルク市は中規模の美しい都市
で、世界遺産にもなっている。哲学者ヘーゲル
が足かけ二年、ここに住んだ。1806年10月15日、
ナポレオン軍がイエーナ市を占領したことの帰結
だった。ナポレオン進軍の日は、ヘーゲルが『精
神現象学』の最終部分の原稿を出版社に送る日
だったが。彼は原稿が戦火の中で失われることを
恐れて数日間、投函せずにカバンに入れて持ち歩
いた。コピー機の無い時代のことだ。ヘーゲルが
私講師のわずかな収入を得ていたイエーナ大学は
閉鎖され、ヘーゲルの下宿も略奪で荒らされ、生
活の道が断たれて、ヘーゲルは友人を伝ってバン
ベルク新聞の編集者の職についた。新聞の売上げ
の工夫や検閲当局との対応の苦心が、当時の書簡
から読み取れる。
　そのヘーゲルを記念して、バンベルク市は
1990年から「ヘーゲル週間」（Hegel Woche）と
いう名称の講演会を催している。教会を改築した
大学の講堂に250人の聴衆がつめかける夕方講演

（Abendvortrag）で、私は最終三日目の講演に招
かれ、本年５月、バンベルクをふたたび訪れるこ
とになった。「ふたたび」というのは、ほぼ40年
前に一度この街を訪れたからだ。そのとき、街の

中心をなす大聖堂が眼前に出現した。（写真１）東
塔から西塔へ、土台から上部構造へ、ファサード
の彫刻から彫刻へ、様式変遷を蔵した歳月の蓄積
へ、目が釘づけになって数時間ものあいだ動けな
くなった。私の「二足目の草鞋」となる「美学・
芸術学」の研究が、その時から始まった。今回
40年後に訪れたドームは、修復作業のヤグラで
覆われていたが、全容は変わらなかった。
　今回は、私の知るバンベルクは、大聖堂周辺
から郊外へと大きく広がった。というのは、森

（Wald）と牧草地帯（Wiese）と野原（Feld）の
三区分で広がる、バイエルン州北部のシュタッ
フェルシュタインとリヒテンフェルスという、二
つの近接する村に、それぞれ大きな城教会があ
り、（写真２）そこで「ヘーゲル週間」に先立って
二つのワークショップに招かれたからだ。ワーク
ショップのテーマは、危機にさらされた地球環境
の自然だった。周囲の豊かな山野も、実はその危
機がじわじわと迫っていることを知った。バンベ
ルク市の大聖堂建築が精神史の融合だとすれば、
ここには生命的な大自然空間があった。
　今回の「ドイツ便り」も、歴史と宗教と自然か
ら送られる音信の伝達となったようだ。
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　昨年11月、日独文化研究所主催のワークショップ
„Natur“ im Buddhismus und Christentum に参加し、
チュービンゲン大学と惠光ハウスを訪問しました。ド
イツは憧れの国だったので、半年以上前からウキウキ
して、色々な知り合いに「ドイツ行くの！」と言って
回っていました（おかげで大量のお土産を買うことに
なりました）。旅行雑誌を読んだり、知り合いに話を
聞いたりと情報収集に努めたことで、出発前には既に
私の中のドイツ像が出来上がっていました。
　ですがいざ着いてみると、やはり驚きの連続で、「百
聞は一見に如かず」という馴染みの言葉が、ここまで
身に染みて感じられたのは初めてのことです。まず

先生方からご忠告いただいて
いた通り、空港を出た瞬間か
ら厳しい寒さに見舞われまし
た。しかしドイツの「寒さ」
は湿気の多い日本のそれとは
違い、ピリッと乾いた冷たい
空気に満ちていて、それが意
外に心地よかったのを覚えて
います。同じ「寒さ」でも、
ドイツと日本ではどこか違う
――この発見を、私はとても
面白く思いました。

はじめてのドイツ
博士課程後期課程 1 年　加 藤 千 佳

（関西大学大学院文学研究科） 

　滞在中、同じような発見は食事のシーンでも起こり
ました。ハムやソーセージ、チーズなどは欧州由来の
食材で、日本の食卓でも馴染み深いものですが、いざ
現地でそれらを口にしてみると、普段食べているそれ
との違いに衝撃を受けました。その理由を簡単に示せ
ば「格段に美味しい」ということになりますが、あま
りに日本のものと違うので、全く別物なのではない
か、と邪推したほどでした。
　また出発前に固めた、「礼儀正しく厳格」というド
イツの人々のイメージが、あっさりと崩れる体験もし
ました。惠光ハウスでのシンポジウムの翌日、先生方
についてケルンに行ったのですが、その日はなんと
カーニバルの当日で、踊る人、歌う人、飲む人、飲み
終わった瓶を叩き割る人の波で、街全体がうねってい
ました。大通りには楽隊も出ており、通りを歩く人た
ちも、縦に横に揺れながらリズミカルに進んで行きま
す。お祭り状態の街を尻目に、ケルン大聖堂を筆頭と
して、殆どの店や施設は閉鎖されていましたが、荘厳
な大聖堂の真下では、飲めや歌えやの大騒ぎでした。
ドイツの人々の、あれほどはじけた姿を見ることにな
るとは思ってもいなかったため、ギャップに困惑しま
したが、先生にそっと「普段抑制している分、お祭り
の場ではじけるんだよ」と教え
ていただきました。
　このように今回の滞在では、
多くの驚きと感動がありまし
た。普段の生活では頭でっかち
になりがちで、すぐに「知った
気」になってしまう私ですが、
実際に触れてみないと分からな
いことの多さに改めて気づき、
知見がグッと広がったように感
じています。

ドイツ便り ②
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◎公開シンポジウム
日　　時：令和５年10月29日（日）13時30分～16時30分
会��　　場：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川 大ホー

ル（オンライン配信）
テ� ー マ：連続テーマ「世界」の１回目として「宇宙科学

の世界像と仏教的世界観」
基�調講演：佐藤勝彦氏（学術振興会学術システム研究セン

ター顧問・東京大学名誉教授）：「宇宙のはじまり：進む
初期宇宙の観測と残された謎」

　�佐々木閑氏（花園大学特別教授）：「仏教の世界観：時間
論と因果則」

コメンテーター：日独文化研究所　理事・監事・評議員
参 加 者：160名

◎出版事業
＊年報「文明と哲学」第16号刊行
　「伝統芸術の間文化性」を特集いたしました。また、「狂
言師・茂山七五三に尋ねる　伝統と現代、身体性と文字文
化、型と個性」と題し、茂山七五三氏（狂言師）と関口浩
氏（早稲田大学講師）の対談も掲載しています。
＊�成果報告集『二十一世紀「文明論」の新機略――縦横
に』刊行

◎哲学講座
○令和５年度盛夏講座
全６回：令和５年７月６日（木）～８月10日（木）
受講者：43名
　野家啓一氏（東北大学名誉教授）を講師にお招きして、

「ウィトゲンシュタインの知 PartⅡ」をテーマにオンライ
ンで配信いたしました。
○令和５年度初秋講座
全６回：令和５年９月21日（木）～10月26日（木）
受講者：55名
　美濃部仁氏（明治大学国際日本学部教授）を講師にお招

きして、「西田幾多郎 後期の哲学体系」をテーマにオンラ
インで配信いたしました。
○令和５年度初春講座
全６回：令和６年２月15日（木）～３月21日（木）
受講者：34名
　関口浩氏（早稲田大学講師）を講師にお招きして、「ハ
イデッガー哲学と芸術」をテーマにオンラインで配信いた
しました。

◎学術交流
＊ドイツからの招聘
○開催日：令和５年９月８日（金）
　参加者：22名
　�クリスチャン・ブムケ氏（ブツェリウス・ロースクール

教授）を講師にお招きして、「ドイツ国法学における憲
法理論と憲法ドグマーティクの関係」をテーマに追手門
学院大学総持寺キャンパス１階Ａ141教室で講演いただ
きました。

○開催日：令和５年10月26日（木）
　参加者：14名
　�ヴォルフガング・ヴェルシュ氏（イェーナ大学名誉教授）

を講師にお招きして、「自然 vs 文化？」をテーマに京都
大学文学部第３講義室で講演いただきました。
＊学術シンポジウム
○�「仏教とキリスト教の自然シンポジウム」を令和５年11

月６日（月）、７日（火）にテュービンゲン大学、令和
５年11月９日（木）、10日（金）にデュッセルドルフ惠
光ハウスにて、オンライン配信併用の形式で開催いたし
ました。

○�令和６年３月18日（月）にロルフ・エルバーフェルト
氏（ヒルデスハイム大学教授）とニルス・ヴァイトマン
氏（テュービンゲン大学 CIIS 所長）を講師にお招きし
て、「哲学　―　それは何であるのか」をテーマに、ゲー
テ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川 小ホールでシン
ポジウムを開催いたしました。



（4）　　令和６年10月1日発行 公益財団法人日独文化研究所　所報　第13号

公益財団法人日独文化研究所 所報 第13号 令和６（2024）年10月１日発行

発　　行	 公益財団法人 日独文化研究所
		  〒606-8305　京都市左京区吉田河原町19番地３号
		  Tel. 075-771-5200　Fax. 075-771-5242
		  https://www.nichidokubunka.or.jp　zaidan@nichidokubunka.or.jp
編集協力	 合同会社ＴＡＰ

◎事業報告
１．事業状況
・「文明と哲学」第16号刊行
・哲学講座　盛夏講座全６回、初秋講座全６回、初春講座全６回
・公開シンポジウム　第31回
　＜以上、詳細は第３面令和５年度の活動報告をご覧ください＞
・所報の発行　令和５年10月（第12号）

２．公益財団法人日独文化研究所評議員・役員一覧（令和６年８月31日現在）
・評議員　�清水扇丈、初宿正典、谷徹、西川伸一、松丸壽雄、村井俊哉、森

哲郎
・理　事　�秋富克哉、安部浩、大橋良介、高田篤、髙山佳奈子、林英哉、和

田信
・監　事　齊藤真紀、水野友晴

３．理事会・評議員会の開催
・第41回理事会を令和５年５月29日開催し、次の議案について審議しました。
議�案１　令和４年度の計算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書を承

認する件
議案２　令和５年度の研究員採用の件
議案３　いざなみ監査法人との外部任意監査の契約を更新する件
議案４　定時評議員会を招集する件
　�審議の結果、議案１〜４は可決されました。また、次の事項について追加

議案と報告がなされました。
追�加議案１　津野紀代志監事の後任人事について発議する件（津野監事の辞

任報告に関連しての追加議案）
報告事項１　理事長および所長の職務の執行状況についての報告
報告事項２　津野紀代志監事辞任の件

・�第19回評議員会を令和５年６月13日、書面によるみなし決議にて開催し、
次の議案について審議可決いたしました。

議�案１　令和４年度の計算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書を承
認する件

・第42回理事会を令和５年８月７日開催し、次の議案について審議しました。
議案１　評議員会へ提出する役員候補者名簿を承認する件
議案２　令和６年度における研究員の採用計画を協議する件
議案３　評議員会を招集する件
　審議の結果、議案１〜３は可決されました。

・�第20回評議員会を令和５年８月22日、書面によるみなし決議にて開催し、
次の議案について審議可決いたしました。

議案１　水野友晴氏を監事に選任（新任）する件

・第43回理事会を令和５年10月２日開催し、次の議案について審議しました。
議案１　津野紀代志氏を顧問に選任する件
議案２　評議員会を招集する件
　審議の結果、議案１、２は可決されました。

・�第21回評議員会を令和５年10月９日、書面によるみなし決議にて開催し、
次の議案について審議可決いたしました。

議案１　津野紀代志氏を顧問に選任する件

　令和５年度には正味財産の減少が8,877千円ありました。公益目的事業においては、
経常収益が実施費用額を下回っており、「収支相償の原則」を満たす結果となってい
ます。なお、公益事業比率は81.0%となっています。

資　産
正味財産

基本財産 特定資産 その他
固定資産 流動資産

123,432 500 4,492 908 128,571

収　入

賛助会費 その他

404 3,151

支　出

事業費 管理費

10,258 2,235

◎財務報告 （令和６年３月31日現在、単位：千円）

〈編集後記〉　
　ドイツで開催した国際シンポジウムは多くの方のご協力で成功裏に
終わりました。対面での集まりもかつての賑わいへ戻りつつあります。
今後も日本とドイツの交流に貢献してまいります。今後ともご支援・
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

・第44回理事会を令和６年１月29日開催し、次の議案について審議しました。
議案１　「日独文化研究所存続プロジェクト素案」
議�案２　令和６年度に特定費用準備資金を新たに設定する件。ただし、評

議員会の承認を得ることを条件とする。
議案３　令和６年度事業計画案及び予算案等を承認決定する件
議�案４　令和６年度に基本財産、最大10,000,000円、を取り崩して、公益目

的事業及び法人管理のための資金に充当することを承認決定する件。た
だし、評議員会の承認を得ることを条件とする。

議案５　令和６年度の研究員採用の件
議案６　事務局長を選任する件
議案７　評議員会を招集する件
　�審議の結果、議案１〜７は可決されました。また、次の事項について報

告がなされました。
報告事項１　理事長および所長の職務の執行状況についての報告
報�告事項２　内閣府へ申請した「税額控除に係る証明申請書」を取り下げ

たことについての報告

・�第22回評議員会を令和６年２月27日、書面によるみなし決議にて開催し、
次の議案について審議可決いたしました。

議�案１　令和６年度に基本財産、最大10,000,000円、を取り崩して、公益目
的事業及び法人管理のための資金に充当することを承認決定する件

・第45回理事会を令和６年３月11日開催し、次の議案について審議しました。
議案１　令和５年度に特定費用準備資金を新たに設定する件。

令和５年度の報告


